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1. はじめに 本文書式の概要  

口頭発表は 1 ページ以上 4 ページ以内を可とする

が、4 ページ程度を強く推奨。ものづくりセッションは 1
ページまたは 2 ページ。和文推奨。英語の場合は英

語用テンプレートを参照。本文は 10.5pt、 日本語 MS 
P 明朝、 英語 Times New Roman。読点は全角テン、

句点は全角マル。章立てで記述。略語は初出のときに

正式名称を記述の上、カッコ書きで略語を追記する。

文献はこのように 1)記述。番号 1 つに 1 文献。2 つの

場合はカンマ区切り 2,3)、3 つ以上の連番は 4-64-6)など

と表記。文末に来る場合は句点の前に配置する 7)。数

値の表記は「25 µm」のように数字と単位の間は半角ス

ペース必要。%と°C の前も同様）。マイクロメートルを

「um」と表記するのは不可、symbol で「µ」m または記

号で「µ」m を用いること。原稿に用いる単位は SI を原

則とし、必要なものには従来単位をカッコ書きで併記し

てもよい。 
 
2. 章タイトルの記述について 

2.1 細かい章タイトル 
章タイトルは 12pt、番号とピリオドは Arial、 全角ス

ペースと和文は MS P ゴシック。細かい章立ては 1 字

インデント。2.1 やさらに細かくは 2.1.1 などと表記。 
 
2.1.2 図の記述について 
文中で図を示すときは英文で「Fig. x」と表記、「図

１」は不可。ピリオドと数字の間は半角スペース必要。 
図のキャプションは図の下に英文で表記し、「Fig. 

1」と表記。「Figure 1」は不可。1 行の場合は中央寄せ、

2 行以上の場合は左詰め。10pt、 Times New Roman。
図中に文字を書く場合は、英文 Arial で記載、日本語

不可。見やすく大きめのフォントサイズにすること。 
 

 
Fig. 1 TEM images of nps 
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Fig. 2 Particle size distribution of nps measured by 

dynamic light scattering 
 

 
2.2 表の記述について 
文中で表を示すときは英文で「Table x」と表記、「表

１」は不可。ピリオドと数字の間は半角スペース必要。 
表のタイトルは図の上に英文で表記。1 行の場合は

中央寄せ、2 行以上の場合は左詰め。10pt、 Times 
New Roman。表中の文字は和英いずれも使用可、和

文は明朝体、英文は Times New Roman。 
 
2.3 式の記述について 
文中で式を示すときは英文で「Eq.」と表記「式 1」は

不可。ピリオドと数字の間は半角スペースが必要。 
 
3. 参考文献の書式について 

参考文献は、番号 1 つに 1 文献。通し番号は 1)の
ように記載する。9pt、 和文は明朝体、英文は Times 
New Roman。 

詳細は本テンプレートの参考文献欄を参照。参考

文献の記述は、エレクトロニクス実装学会誌に準拠

（http://urx3.nu/SevW）する。 
 

4. 連絡先の記載について 
連絡先は必須ではないため，不要の場合は削除可。

E-mail については，下線が表示されないよう，ハイ

パーリンクを削除してください。 
 
5. まとめ 

以 上 よ り ， ….. …………… ….. …………….. 
…………….. …………….. …………….. 
…………….. …………わかった。 
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連絡先 

連絡先氏名 実装 太郎 
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form sintering 
temp. sintering condition thickness Transmitttance HAZE value 

film 
480℃ 

air, 30 min. 350 nm 97% 2% 

air, 30 min. 
→N2, 30 min. 350 nm 97% 2% 

850℃ air, 10 min. 517 nm 96% 2% 

fineline 850℃ air, 10 min. － － － 

film － spattering (ref.) 160 nm 96% 0% 

Table 1 Electronic and optical properties of thin films formed by screen printing 
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